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オーストラリア・アボリジニのコミュニティにおける
マーケットの食料供給－1988 年から1995 年一
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【目的】オーストラリア・アボリジニは、オーストラリア国民に比較して、寿命が短い、

栄養に関連する病気が多いなど、健康的に悪い状況に置かれていると言われる。かつては

狩猟採集民であったアボリジニも､今日では購入食品が食事の重要な部分を占めている。

辺地のコミュニティにおいて、スーパーマーケットがひとつしかない場合、マーケットの

食料が住民の健康状態に影響を与えることが明らかにされている。このためマーケットの
食料供給の変容を明らかにすることは､ アボリジニがより健康に暮らすための一助となる

と考えられる。本研究の目的は、スーパーマーケットの食料品の注文伝票をもとに、食料

供給の特徴とその変化を明らかにすることである。

【方法】マニングリダは‥

つである。マニングリダにあるスーパーマーケットの1988 年から1995 年の８年間（野

菜・果物類については1993 年から1995 年の３年間）の注文伝票の資料を対象とし、食

料供給の特徴およびその変化を供給量の面から分析した。
【結果】マニングリダ・マーケットにおける食料の供給は、８年間のうちに品目が増え、

食品の選択の幅が広がる傾向が認められたものの、野菜・果物類が非常に少ないこと、砂

糖は１人あたりの供給量は減少傾向にあるもののまだかなり多いこと､ インスタント食品

が1991 年以後に急激に増加していることなどを明らかにした。
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＜目的＞　 近年タイでは､ 経済化､ 情報化の進展にともない、日常生活が伝統的なものから先

進国に共通した生活へ変化している。しかし､ 都市部と農村部ではかなりの地域差がある。そこ

で､ 北タイの児童･ 生徒を対象に、間食に関する実態調査行い、地域差を数値的に明らかにし

て､ その要因を考察する。

＜調査＞　1997 ～98 年､ 都市部(チェンマイ市)、農村部(サモエン村､ドイロー村)と､その中

間的 特徴を示すと思 われる郊外の町(ファン町) の地域で､ 小学5 年、中学2 年、高校2 年を対

象に､ アンケート､ヒヤリング調査を実施した。さらに、並行して文献調査､ 各地域の環境観察、

現地関係機関でのデータ収集､ ヒヤリング調査等を行った。

＜結果と考察＞　 調査結果を家政学､ 統計学､ 社会学の方法論を用いて分析した。間食摂取

率合 計は､ 都市部982.6 ポイント､ 郊外の町750.2 ポイント､ 農村部484.4 ポイントで大きな地

域差があることが数値的に明らかとなった。さらに､ 各間食の摂取率を検定した結果､ 地域差に

は5 つ のパターンがあることが判 明した。その要因は､ 各間食について､ 経済的要因、社会･ 文

化的要因があり、それぞれが異なったウェイトで影響していると考えられる。地域差が顕著な間

食と､ほとんど地域差の見られなかった間食を抽出し､ 諸要因の分析結果を発表する。
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